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　拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあ
げます。
　第92期（平成24年4月1日から平成25年3月31日ま
で）の事業内容をご報告するにあたりまして、ご挨拶
申しあげます。

　この1年間の経営環境を振り返りますと、新興国で
の成長は堅調に推移したものの、欧州債務問題の長期
化、中国経済成長の鈍化などにより、世界経済は全体
として低調なものとなりました。
　一方、日本経済は停滞傾向が続きましたが、12月の
新政権発足後から円安・株高が進み、企業・消費者の
意識の改善が見られるようになりました。

　このような経営環境のもと、豊田通商グループの売
上高は6兆3,043億円、経常利益は1,248億円、当期純
利益は674億円となりました。

　配当に関しましては、株主の皆様のご期待に応える
べく、経済環境の変化や投資計画の進捗などを勘案し
て柔軟に対応する方針をとっており、期末配当金につ
いては、1株につき22円とすることを第92回定時株主
総会にてご承認頂きました。
　なお、当事業年度の1株当たりの配当金は、年間で
は中間配当金22円と合わせ44円となり、前事業年度
の配当金に比べ2円の増配となります。

　経済のグローバル化の進展にともない、お客様の活動
範囲が海外に大きく広がり、また業種を超えた新規参入
や、新興国企業との競争の激化、お客様のニーズの多様
化など、当社を取り巻く環境は大きく変化しており、こ
の傾向は今後も益々増大していくものと考えております。

株主の皆様へ

取締役社長
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　このような経営環境の変化に対応して、豊田通商グ
ループは、これまでの成功体験に甘んじることなく、
お客様に喜んでいただける機能とサービスとを提供す
るための取り組み、つまり、従来機能・サービスの面
展開（横展）はもちろんのこと、その強化（深掘り）や、
新しいお客様への展開（幅出し）を進めることにより、
新規事業の創造に積極的に取り組んでまいります。

　先進国においては、これまでの長い取引を通じた基
盤が確立されている地域が多く、当社の強みを活かせ
る事業の横展、深掘り、および幅出しにより、新たな
取り組みを進めていきます。

　一方、BRICsをはじめとする新興地域や、将来的に
新興国となるであろうアフリカ諸国、ベトナム、ミャ
ンマーといったメコン諸国においては、これら地域に
事業基盤を有する有力パートナーとの協業戦略を進め
ています。
　例えば、昨年資本参画したCFAO（セーファーオー） 
S.A.にアライアンス強化メンバーを出向させる一方、

0

20,000

40,000

60,000

80,000

0

400

800

1,200

1,600

0

200

400

600

800

51,022

平成22年
3月期

平成22年
3月期

673

平成22年
3月期

273

57,436

平成23年
3月期

59,167

平成24年
3月期

63,043

平成25年
3月期

平成23年
3月期

1,042

平成24年
3月期

1,151

平成25年
3月期

1,248

平成23年
3月期

471

平成24年
3月期

662

平成25年
3月期

674

売上高 経常利益 当期純利益
（億円） （億円） （億円）

当社内にも戦略提携事業部を設置し、アフリカにおけ
る具体的な協業体制の構築に乗り出しました。

　また、攻めの事業展開と並行して、事業のスクラッ
プを進め、資産効率の改善と財務体質の強化を図って
まいります。

　これらの攻めと守りの取り組みを通じて、更に企業
価値を向上させ「GLOBAL 2020 VISION」に掲げる
企業像の実現を目指してまいります。

　当社グループをご理解いただき、ご支援くださって
いる株主の皆様に心より感謝申しあげますとともに、
今後とも変わらぬご支援を賜わりますようお願い申し
あげます。　

敬　具
平成25年6月


